
特別セミナー 

１．講演  ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ １ 

（１）地域包括ケアシステムにおける地域リハビリテーションの役割 

                 －私たちの実践（埼玉県・川越市）－ 

医療法人真正会 霞ヶ関南病院 理事長 斉藤 正身 氏 

（２）当法人における地域づくりの取り組み ～私たちの実践～ 

医療法人真正会 地域リハビリテーション推進部 部長 猪鼻 紗都子 氏 

２．対談：地域包括ケア推進に我々は何をなすべきか、何ができるか ･････････････････････ ２５ 

斉藤 正身 氏 × 浜村 明徳 氏 

３．参加者アンケート結果     ･････････････････････････････････････････････････････  ２７ 
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West Vancouver    Canada
Seniors  Activity Centre
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地域リハビリテーションケース会議「特別セミナー」  

 「地域包括ケア推進に我々は何をなすべきか、何ができるか」  

斉藤 正身 氏 × 浜村 明徳 氏 

（司会進行）九州栄養福祉大学 学長補佐 橋元 隆 氏 

（参加者も交えた対談の要旨） 

 ○地域包括支援センターに対するお手伝い 

一つの病院だけでシステムを作ることは難しい。地域包括ケアシステムの中での我々の

活動の中心は地域包括支援センターに対するお手伝い、という形になるので、地域包括支

援センターに対して、どういう風になら役立つことができるのかを地域包括支援センター

と話し合う、介護関連の業種の人達に対して、リハビリテーションを理解してもらうため

の教室を開く（啓蒙・啓発活動）、といった活動を通して顔の見える関係になったり、話が

できる環境を作ったりしていくことから始めてはどうか。そういう関係がだんだんできて

くると、地域包括支援センターが何に悩んでいるのかということが見えってきて、私たち

がやるべきことが見えてくると思う。 

 ○官民協働の流れを作る 

これからは、行政と我々民間のような機関が一緒になってやっていくことを意識して取

り組みたい。北九州市も今後の計画に対して市民意見の募集（パブリックコメント）を行っ

ているので、地域包括支援センターに直接アプローチすることだけでなく、そういう場面

でも発言してもらえると、対応できることもあるのではないかと考えている。 

○ここから踏み出す一手 

福岡県は、政令都市の中でも理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の人数が非常に多い

地域であるが、連携や協働が上手くいっていない。そこで、福岡県も介護予防市町村支援

事業への人材派遣の流れを変更し、介護予防センターを通じて医療機関に所属するリハビ

リテーション専門職を市町村に派遣するため、各医療機関に協力依頼を行っているが、一

歩が踏み出せていない状況である。だが、そこは埼玉県にも似たような状況はあって、医

療機関によっては人を出すことが難しいというところがあり、この問題はまだ解決できて

いない。 

あとは、国をどう巻き込むか、ということもある。今やっていることやこの地域はこう

だよというようなことは、情報としてどんどん出して、兎に角（我々の活動を）見に来て

くれ、と課長補佐クラスの人達に伝えることも大切。住民主体と言いながらも、やはり国

や県が動いてくれないとなかなか活動に繋がっていかないのが実情である。 

あと、埼玉県で言えば、県外の人から的確な助言をもらったり、今取り組んでいること

や方向性が間違っていないということを言ってもらえたりしたことが大きかった。そう

いった存在の人が居るか居ないかは大きいと思う。 

【対談】
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○住民意識を変える取り組み 

ボトムアップという言い方が正しいかどうかはわからないが、埼玉県川越市では健康教

室のような自主グループが数多くあるとのことだったが、北九州では、リハビリテーショ

ンという言葉を聞いた市民がイメージするのは、病院の中でやる機能訓練であって、住民

主体の地域づくりになかなか結び付かないことも課題の一つである。 

 ○情報を伝え広めよう 

   委員会や会議で耳にする情報などは、地域リハビリテーションケース会議などの場を通

じて、皆さんと共有できるように努め、皆さんがクライアント等に広めていくことができ

るような仕掛けも大切なことだと思う。なかなかスムーズにいかないのでジレンマを感じ

ているが、一つずつ取り組んでいこうと思う。 
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H29 地域リハビリテーションケース会議特別セミナー参加者アンケート集計結果 

日 時：平成２９年１２月１４日（木） １８：００～２０：００ 

場 所：ウェル戸畑 中ホール 

参加者：２５１名        

回答者：１８６名（回収率：74％） 

（参加者属性) ※職種別 

職種 人数（人） 割合 

医師 １４ 5.6%
保健師 ２ 0.8%
看護師 １８ 7.2%
理学療法士 １００ 39.8%
作業療法士 ４３ 17.1%
言語聴覚士 ４ 1.6%
ソーシャルワーカー・相談員等 １５ 6.0%
社会福祉士 ３ 1.2%
ケアマネジャー １２ 4.8%
介護福祉士・介護職等 ２２ 8.8%
管理栄養士 ２ 0.8%
事務職、その他 １６ 6.4%

計 ２５１

（アンケート結果） 

問１ 所属機関                       

人数（人） 割合 

病院 ８７ 46.8% 
診療所 ３ 1.6% 
介護保険施設等 ３４ 18.3% 

介護老人保健施設 １６ 8.6% 
介護老人福祉施設 ３ 1.6% 
不明 １５ 8.1% 

在宅サービス事業所 ４７ 25.3% 
居宅介護支援 ６ 3.2% 
訪問看護 ４ 2.2% 
訪問リハ ５ 2.7% 
通所リハ １３ 7.0% 
通所介護 ３ 1.6% 
連携室 １ 0.5% 
不明 １５ 8.1% 

統括・地域包括支援センター ７ 3.8% 
行政、その他 ８ 4.3% 
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問３ 経験年数 

   経験年数 人数（人） 割合 

１～２年 ２６ 14.0% 
３～４年 １７ 9.1% 
５～９年 ５２ 28.0% 
１０～１９年 ５２ 28.0% 
２０～２９年 ２２ 11.8% 
３０年以上 １４ 7.5% 
回答なし ３ 1.6% 

計 １８６

問４ 本日の地域リハケース会議特別セミナーは参考になりましたか？ 

   役立ち度 人数（人） 割合 

参考になった １６７ 89.8%
普通 １１ 5.9%
参考にならなかった ０ 0.0%
回答なし ８ 4.3%

計 １８６

（そう思った理由） 

理由 人数（人） 

埼玉県の取り組みや活動を知ることができた。 ２０

活動への参考になった １６

地域との連携の仕方を知ることができた。 １６

地域リハの役割について勉強になった。 ８

他職種の理解や協働の必要性 ６

北九州市の問題点 ５

内容が具体的で分かりやすかった。 ４

空き施設等の活用法 ２

地域ケアシステムについて ２

問５ 今後も地域リハビリテーションケース会議特別セミナーに参加したいと思いま

すか？ 

人数（人） 割合 

参加したい １７０ 91.4% 
わからない ８ 4.3% 
思わない ０ 0.0% 
回答なし ８ 4.3% 

計 １８６

28



問６ 今後どのようなテーマで地域リハビリテーションケース会議特別セミナーを開

催して欲しいですか？ 

（自由記載） 

希望テーマ 人数（人） 

連携、協働をしていく為の方法等 ７

北九州市の取り組み ６

連携を実践している地域や施設の事例 ５

インフォーマルについて ３

在宅復帰困難事例に対し、地域包括システムによって在宅復帰を果

たした症例等 

１

在宅を支援するリハのあり方について １

個人単位で何ができるか １

ミクロな話が聞きたい １
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